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自立と社会参加を目指す寄宿舎教育
寄宿舎教頭 柳 井 清 志

本校は、平成３年に開校しました。本校学区を岡山全県下としたため、本校寄宿舎は、開校と

同時に全寮制としてスタートしました。平成２３年度より通学生の受け入れを開始したため全寮

制ではなくなりましたが、現在でも約８割の児童生徒が寄宿舎に入舎しています。

寄宿舎では、保護者に代わって児童生徒の生活指導を行い、寄宿舎生活を通して身辺自立の習

慣を養い、基本的生活習慣の確立と集団生活への適応を高めるとともに、社会参加へ向けての意

欲・態度を養うことを目的としています。

本校寄宿舎にはさまざまな障害のある児童生徒が入舎していますが、豊かな自然に囲まれた中

で落ち着いた生活ができることや、学校と寄宿舎が連結（建物の１階が学部、２階が寄宿舎）し

ており、児童生徒の実態を適切に把握し学部と寄宿舎が連携しながら指導・支援にあたることが

できるところが強みです。

以下、寄宿舎の取組を紹介します。

テーマ及びキャッチフレーズ

『一人一人の生活の充実を目指して』 ～元気に 明るく 楽しく～

① 日常生活において、身辺の処理をする意欲や能力を養い、基本的生活習慣の確立を図る。

○ 自分のことは自分で行おうとする意欲と態度を養う。

② 集団生活に慣れ、社会に適応していく人間を育成する。

○ 集団生活や行事をとおして仲間と仲よく協力して生活する力を育てる。

○ 当番活動や行事に積極的に取り組めるよう適切な支援を行う。

○ 時間や場の設定を工夫し余暇時間の充実を図る。

○ 実態把握を基に課題を明確にし、身辺処理の能力の向上に必要な支援を行う。

③ 保護者・学部との連絡を密にし共通理解を図り、一貫性のある教育をする。

○ 舎生一人一人が見通しをもって生活ができるよう個々に応じた分かりやすい支援を行う。

 
地域の子どもたちの健やかな成長を願って 

けけんんももりり 

特特別別支支援援教教育育だより 

『自立生活』の取組
男子棟Ａ・Ｂ、女子棟の各棟に「自立生活室」を設けています。

『自立生活』は、高等部卒業後の生活を見据えて行う生活指導です。

日課表に沿って、「指導員からの言葉をかけなくても、自分で考えて

動く」ことを目標に、日常生活指導で得た生活スキルの確立と、さら

に必要なスキルの獲得を狙い、スケジュール作成から事後指導まで

行っています。

～ お知らせ ～

本校は、平成２３年度より、通学生の受け入れを開始しています。

寄宿舎日課表

水曜運営

水曜日の下校後を有意義な時間にするために、児童生徒が全員参加し、生活指導や余暇
活動、各棟（男子棟Ａ、男子棟Ｂ、女子棟）での活動を行っています。

服や布団のたたみ方
など、生活スキルの向
上を狙い指導を行って
います。

年間３回程度大
掃除を行い、一人
一役を担って活動
しています。

２ヶ月に一度のペ
ースで、各棟におい
て誕生者を紹介して
います。

年間を通して体力増進
も兼ねてスポーツ活動を
したり、レクリエーショ
ンをしたりしています。

春夏秋冬に応じた活
動を通して、季節感を
感じる活動を取り入れ
ています。

保健指導の一環と
して歯磨きや食事の
指導を行っていま
す。

各棟で壁面の作品
を作ったり、作品展
に向けて立案、作成
したりしています。

避難訓練の手を
つなぐ相手や、経
路の確認をしてい
ます。

寄宿舎フェスタ
寄宿舎内においてもっとも大き

な行事です。児童生徒が立案から

関わり、各棟や係で準備を何日も

前から始めます。当日は、保護者

の方も参加し大いに賑わいます。

参加型のスタイルなのでカラオケ

や簡単なゲームなど、親子の楽し

いひとときになっています。

緊急事故対応訓練（職員）

年に６回程度のペースで、様々な状況を

設定して、対応訓練を行っています。

発見者はもとより周囲の職員の動きも訓

練します。救急車の要請や、AED の操作方

法、心肺蘇生方法の確認を主に、どの職員

も対応できるよう取り組んでいます。

月 火 水 木 金 休・祝日

６：３０ 起床、着替え、朝の点呼 ７：００

起床６：５５ 食事当番活動

７：２０ 朝　食・歯みがき・清掃

８：５０

８：５５

高等部登校

小中学部登校

自由時間

学校での活動 １２：００

昼食

１３：１５

１５：１５ 全員下校

全員下

校

＊水曜

日

運営

全員下校
自由時間

１７：３０ 夕食・歯みがき

１８：００

１８：３０

高等部自主学習

入浴・洗濯

自由時間

２０：３０

２１：００

２２：００

小学部就寝

中学部就寝

高等部就寝



特別支援教育支援員が行う効果的なサポート

１ はじめに

「特別支援教育支援員について研修をして欲しい。」という依頼をきっかけに、支援員の役割と効

果的なサポートについて学ぶ機会を得ました。本稿では、特別支援教育支援員の役割や効果的なサ

ポートについてまとめた研修会資料の中から抜粋して記述します。

２ 支援員とは

法律の改正に伴い、平成１９年４月から従来の特殊教育から特別支援教育に移行しました。それ

に伴い、小・中学校の通常学級に在籍している児童生徒のうち、学習面や生活面で特別な支援が必

要な児童生徒に対してサポートを行う「特別支援教育支援員」（以下、支援員）の活用が地方財政

措置により開始されました。

支援員は、市町村によって名称が異なっており、週２０時間の勤務や週５日一日あたり７時間４

５分の勤務などと募集規定も異なります。

支援員の具体的な役割は、大きく分けて、以下の６点です。

① 特別な支援が必要な児童生徒に対し、食事、排泄等基本的生活習慣確立のための日常生活動作

の介助を行う。

② 特別な支援が必要な児童生徒に対し、学習活動上のサポートを行う。

③ 学習活動、教室移動等における介助を行う。

④ 児童生徒の健康や安全を確保する。

⑤ 学校行事における介助を行う。

⑥ 周囲の児童生徒の障害理解を促進する。

３ 支援の基本

支援員が支援を行うときは、学級の中での自分のスタンスを確認しながら、「担任が動きやすく

なる方法」と「対象児童生徒への支援」を基本においてサポートします。

（１）授業の流れを知る。

担任が動きやすくなったり、支援が必要な児童生徒が学習しやすくなるためには、まず、「担任

の授業の流し方」を知る必要があります。「導入」→「めあての提示」→「学習」→「まとめ」と

いう学習の仕方の大きな流れはどの担任も変わりませんが、発問の仕方や教材の提示の仕方などは

異なります。担任のやり方をつかんでおけば、支援が必要な児童生徒の支援を行いやすくなります。

（２）学級や学校のきまりを知る。

学級にはさまざまなきまりがあります。朝の会や帰りの会の進め方、休憩時間の過ごし方、係活

動・給食当番活動の仕方、宿題の提出の仕方、テストの提出の仕方…、枚挙に暇がありません。ま

た、学校にも様々なきまりがあります。下駄箱の靴のそろえ方、教室移動の仕方、理科室の椅子の

片付け方・・・。これらのきまりを知り、担任や他の教職員と共通した対応することで、支援が必

要な児童生徒が円滑に学習や生活をすることができるようになります。

（３）指示の仕方を統一する。

「全体の指示は、担任から聞く」習慣を身につけることができるようにしなければなりません。

担任は学級全体の指導者、支援員は一人一人をサポートする支援者という役割を明確にすることが

大切です。支援が必要な児童生徒に「全体指示は聞かなくても、後から○○先生（支援員）に話を

聞けばいい…」と間違ったとらえ方をさせないことが必要です。担任が説明している間は、聞くよ

うにサインを送ったり言葉をかけたりするようにします。また、指示をする際の声の大きさにも気

をつけます。担任の先生と変わらない大きさの声で指示をすると、対象の児童生徒だけでなく周り

の児童生徒も誰の声を聞けばよいのか分からなくなってしまいます。

また、その児童生徒に合った指示の出し方は、言葉をかけるだけではありません。絵カードや指

さしなど、その児童生徒の実態に合った指示の出し方をする必要があります。

（４）対象児童生徒の指導目標を知る。

義務化はされていませんが、多くの小中学校の通常学級や特別支援学級に在籍する児童生徒の「個

別の教育支援計画」や「個別の指導計画」が作成されるようになってきました。「個別の教育支援

計画」には、児童生徒の生育歴や福祉サービスの利用状況、本人や保護者の願いが記されています。

「個別の指導計画」には、児童生徒が半年もしくは１年間に、このような力を身につけて欲しいと

いう担任の願いと手立てが書かれています。これらを読むことで、願いを達成するためにどのよう

な手立てをしていけばよいか考えるヒントになります。

（５）その子に合った支援をする

対象の児童生徒にいろいろなことを教えないといけな

いと思うあまり、必要以上の支援をしてしまうことがあ

ります。児童生徒に何を教えたいのか焦点化をしなけれ

ばいけません。「一人でできる力をつける」「支援を受け

て一人でできる（支援を上手に受ける力をつける）」よう

に支援をしていくことが必要です。

一生必要となる支援がある一方、いつまでも同じ支援

をするのではなく、必要のなくなった支援は、減らして

いくこともあります。

４ 環境を整える

「５Ｓ」という言葉を知っていますか。これは、日本を

代表するトヨタ自動車が、仕事をする上で、合い言葉にし

ている言葉の頭文字を総称している言葉です。

「５Ｓ」とは、「整理」「整頓」「清掃」「清潔」「しつけ」

です。これらは学校の中でも身につけないといけない力で

もあります。身の周りを整え、学習や活動をしやすくする

力やその環境を維持するための力は、社会に出た時に即使

える力になります。

５ おわりに

「タカヒロ（仮名）くんは、自分でできるから、待ってあげてね。」

この言葉は、専門指導員派遣事業で訪問したある小学校の支援員が、周りにいる子供たちにかけ

ていた言葉です。この言葉を聞いた後、周りにいた子供たちは、タカヒロくんのお手伝いを止め、

見守りました。しばらくすると、タカヒロくんは、自分の力で図工の作品を作り上げることができ

ました。「自分でできるから、待ってあげてね。」という言葉は、タカヒロくんに「できた」という

自信を与えると共に、周りの子供たちにタカヒロくんへの接し方を学ぶよい機会を与えました。

支援員の仕事は、対象となる児童生徒の学びと暮らしを支援するだけではなく、共生社会の実現

に向けて、周りにいる児童生徒の成長を手助けする仕事でもあるのです。

（文責 光島由忠）
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